
























































































































な「のが」節文の例として挙げている全 50 例を調査した結果、【表 2】のようになった。
さらに、「国立国語研究所書き言葉均衡コーパス」を用いて新たに接続助詞的な「のが」の





















【表3】接続助詞的な「のが」節文の構文的特徴（天野 2013 調査 a）
主節述語句 許容度 例
Ａ類 状態変化自動詞 高 （18）「悪化する」
Ｂ類 非状態変化自動詞 ↓ （19）「しゃべりまくる」
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Ⅰ 言語的に顕示されているもの　　　 …39 例     78%
①同じ文内に「は」で顕示　　12 例
②同じ文内に「も」で顕示　　 3 例
③同じ文内に「が」で顕示　　 5 例 同じ文内で顕示①～④ 25 例 50%
④同じ文内に他の格等で顕示　 5 例
⑤先行文脈に顕示　　　 14 例
Ⅱ 言語的に非顕示だが推定されるもの …10 例     20%
⑥先行文脈・状況・後件（主節事態）を手がかりに推定（後件に言語化を含む）　 10 例
Ⅲ 推定がかなり困難なもの　　　　      …1 例　    2%　→最も接続助詞的
【表5】「のが」節事態と主節事態に共通する〈変遷イベント〉所有者の言語化
(天野 2013 調査 b「現代日本語書き言葉均衡コーパス」50 例対象)












































（27）HIR 構文（主要部内在型関係節文）が成立するために最低限必要な条件は 2 つあ
る。1 つは内在節事態が主節事態よりも時間的に先行していなければならないと
いうもの（条件①）であり、もう 1 つは、それら 2 つの事態間に何らかの連続性が
認められなければならないというもの（条件②）である。HIR 構文が成立するとき、
この 2 つの条件は必ず満たされている。そして容認度の低い HIR 構文がちゃん
と容認可能な HIR 構文として成立するためには、これら 2 つの制約に加えて、
「内在節の変化」（条件③）を満たすようにすればよい。



















































しかし、2 つの主要部が主節と統語的関係を結ぶわけではなく、「のが」節全体が示す 1 つ
の状態が主節と関係し異なる状態に変化したことを表すものと考えれば問題とならない。































































































































「のが」型の《サマ主格変遷構文》は「のが」節事態と主節事態の 2 つの事態推移を 1 つ
の〈変遷イベント〉として表す。Kuroda（1992）が主要部内在型関係節文の成立に関連性条
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